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大
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農
業

●
大
月
市
産
の
新
玉
ね
ぎ
を
使
用
し
た
「
ハ
ン
バ
ー
グ

」

学校給食の様子

大月市

～
地
域
農
業
の
活
性
化
の
た
め
に
～

「
大
月
玉
ね
ぎ

」
の
取
り
組
み

大
月
市
は
山
梨
県
の
東
部
に
位

置
し
、
周
囲
は
千
メ
ー
ト
ル
級
の

山
々
に
囲
ま
れ
、
ま
た
大
小
様
々

な
河
川
が
流
れ
る
自
然
豊
か
な
地

域
で
す
。

内
陸
性
気
候
の
た
め
、
寒
暖
差

が
激
し
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

農
地
は
山
間
部
に
位
置
し
て
い

る
た
め
面
積
が
小
さ
く
、
農
家
の

生
産
形
態
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん

ど
が
水
稲
と
野
菜
を
基
軸
と
し
た

複
合
経
営
と
な
っ
て
お
り
、
市
内

の
直
売
所
へ
の
出
荷
が
メ
イ
ン
と

な
っ
て
い
ま
す
。

甲府

大月市

大
月
市
で
は
古
く
か
ら
自
家
消

費
用
の
玉
ね
ぎ
栽
培
が
行
わ
れ
て

お
り
、
そ
の
多
く
は
桂
川
の
河
岸

段
丘
沿
い
の
畑
で
作
付
け
さ
れ
て

い
ま
す
。

寒
暖
差
が
大
き
い
た
め
、
身
の

締
ま
っ
た
甘
み
の
あ
る
玉
ね
ぎ
に

育
つ
の
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
傾

斜
地
で
の
栽
培
と
な
る
た
め
、
雨

が
降
っ
て
も
水
が
流
れ
や
す
く
、

根
腐
れ
し
に
く
い
こ
と
か
ら
良
質

で
美
味
し
い
玉
ね
ぎ
に
成
長
し
ま

す
。

平
成
28
年
か
ら
石
井
食
品
株
式
会
社
、
大
月
市
役
所
、
地
元
農
家

の
方
々
が
連
携
し
て
、
大
月
市
産
玉
ね
ぎ
の
特
産
品
化
を
目
指
し
、

大
月
市
産
の
新
玉
ね
ぎ
を
使
用
し
た

「
ハ
ン
バ
ー
グ
」
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

ハ
ン
バ
ー
グ
は
パ
テ
ィ
だ
け
で
な
く
ソ
ー
ス
に
も
大
月
市
産
の
新

玉
ね
ぎ
を
使
用
し
た
製
造
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
４
年
に
は
食
育
活
動
の

一
環
と
し
て
市
内
の
小
学
校

の
給
食
の
食
材
と
し
て
も
提
供
さ
れ
、
地
産
地
消
を
促
進
す
る
役
割

も
果
た
し
な
が
ら
地
域
農
業
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

大
月
市
の
農
業

大
月
市
産
の
玉
ね
ぎ
の
特
徴

大
月
市
産
の
新
玉
ね
ぎ
を
使
用
し
た

「
ハ
ン
バ
ー
グ
」

【
購
入
先

】

山
梨
県
内
を
中
心
に
販
売

（大
月
市
観
光
案
内
所
、

猿
橋
農
産
物
直
売
所
は
ね
ぎ
）
他
、
小
売
店
等

【
販
売
期
間

】

７
月
中
旬
頃
～
売
り
切
れ
次
第
終
了



玉
ね
ぎ
を
活
用
し
た
取
り
組
み
は
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
あ

り
、
生
産
者
は
徐
々
に
増
え
て
き
て
は
い
る
も
の
の
、
目
標
と
す

る
収
穫
量
10
ト
ン
に
は
ま
だ
届
い
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
令
和
４
年
は
天
候
等
に
よ
り
、
病
気
や
苗
の
生
育
不
良

が
発
生
し
、
栽
培
に
苦
労
し
ま
し
た
。
富
士

・
東
部
農
務
事
務
所

に
よ
る
定
植
後
の
管
理
と
病
害
虫
対
策
の
た
め
の
栽
培
講
習
会
に

参
加
す
る
な
ど
、
栽
培
技
術
の
向
上
を
図
り
、
品
質
の
良
い
玉
ね

ぎ
栽
培
に
向
け
て
日
々
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。

収
穫
し
た
玉
ね
ぎ
は
大
月
市
役
所
に
集
め
て
石
井
食
品
株
式
会

社
の
製
造
工
場
へ
と
出
荷
し
ま
す
。

ト
ラ
ッ
ク
に
積
む
際
に
は
市
役
所
の

職
員
の
方
々
に
も
総
出
で
手
伝
っ
て

い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

令
和
4
年
は
７
ト
ン
の
玉
ね
ぎ
を

収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
令

和
５
年
は
10
ト
ン
の
収
穫
と
新
た
な

販
路
の
拡
大
を
目
標
に
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。

研究会員の一部の畑では遊休農地を活用し、玉ねぎを栽培
しています。

この農地は子供たちの通学路沿いにあり、玉ねぎと共に
チューリップ等の景観作物を植える活動も行っています。

令
和
４
年
３
月
、
地
域
の
活
性
化
を
目

的
に
、
大
月
市
内
の
農
業
生
産
者
有
志
に

よ
っ
て

「
玉
ね
ぎ
研
究
会
」
が
発
足
さ
れ

ま
し
た
。

令
和
４
年
12
月
現
在
、
19
軒
の
生
産
者

が
参
画
し
て
お
り
、
加
工
用
の
玉
ね
ぎ
を

出
荷
す
る
な
ど
、
大
月
ブ
ラ
ン
ド
を
全
国

へ
届
け
る
べ
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

●
玉
ね
ぎ
研
究
会
の
発
足

玉ねぎ研究会のみなさん

定植したばかりの玉ねぎの様子

左
か
ら
、

副
会
長
の
小
俣
淳
男
さ
ん
、

会
長
の
鈴
木
基
方
さ
ん
、

生
産
者
の
永
野
㓛
さ
ん

玉ねぎ詰め放題イベントの様子

玉ねぎ研究会のブースの様子

令
和
４
年
７
月
に
は
、
石
井
食
品
株
式
会
社

・
大

月
市

・
玉
ね
ぎ
研
究
会
の
共
催
で
収
穫
祭
を
開
催
し
、

大
月
市
産
玉
ね
ぎ
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

研
究
会
の
ブ
ー
ス
で
は
栽
培
指
導
や
玉
ね
ぎ
を
活

用
し
た
地
域
貢
献
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
を
募
集
し
、

２
名
が
新
た
に
研
究
会
に
入
会
し
ま
し
た
。

収穫した玉ねぎをトラックに積む様子

大月市

助
成

対象農作物
や加工品を
ふるさと納
税返礼品と
するよう努
める

詳細については大月市ホームページをご参照下さい。
https://www.city.otsuki.yamanashi.jp/reiki/reiki_honbun/e607RG00001121.html

個人農業者で組織する団体

販路
・食品メーカー
・飲食店など

双方の所得・利益向上につながる
「事業計画」

【
購
入
先

】

農
産
物
直
売
所
小
柳
、
晴
耕
フ
ァ
ー
ム
等

【
大
月
市
ふ
る
さ
と
納
税
事
務
局

】

電

話

：
０
５
０-

３
１
４
６-

０
８
２
２

Ｆ
Ａ
Ｘ

：
０
５
０-

３
４
８
８-

０
８
８
９

メ
ー
ル

：o
t
s
uk

i
@
fu
r
us

a
to

-
bp
o.

c
o
m 

整備された農道、農業用用排水路に隣接
する畑で玉ねぎを作付けしている様子

●
玉
ね
ぎ
研
究
会
の
方
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

玉
ね
ぎ
研
究
会
の
発
足

玉
ね
ぎ
研
究
会
の
方
々
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー

栽培場所を見てみよう！

玉ねぎ収穫祭の開催

～
大
月
玉
ね
ぎ
の
更
な
る

特
産
品
化
に
向
け
て
～

大
月
市
で
は
農
作
物
を
大
月
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
生
産

及
び
販
売
す
る
こ
と
に
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

る
個
人
農
業
者
で
構
成
さ
れ
る
農
業
団
体
等
に
対
し
て

助
成
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

市
内
で
は
、
輸
送

効
率
の
改
善
や
品
質

向
上
及
び
農
業
生
産

の
効
率
化
を
図
り
、

農
業
の
高
付
加
価
値

化
等
の
推
進
や
所
得

向
上
の
実
現
、
遊
休

農
地
の
活
用
促
進
の

た
め
、
農
道
や
水
路

等
の
基
盤
整
備
を
行

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
研
究
会
で

収
穫
し
た
玉
ね
ぎ
の

中
で
出
荷
で
き
な
い

規
格
外
の
小
さ
い
玉
ね
ぎ
は
、
食
品
ロ
ス
削
減
の
取
り

組
み
と
し
て

「大
月
市
産
玉
ね
ぎ
カ
レ
ー
」
に
使
用
し

販
売
し
て
お
り
、
大
月
市
の

「ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
」
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

4月頃には満開のチューリップ等の花が咲き誇ります！


